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1. はじめに 
 
多くの学習施設や観光地に，児童・生徒や観光客が

来ているが，人数でなく学びをどのように発展させて

いくか？課題がある。従来からガイドシステムにコン

ピュータを利用できないか取り組んできた。布施(2005)
では，VR技術を利用して疑似体験型のネット教材を作
成したが，やはり事前の予習はとても難しかった。（1）

布施（2008）では，ネットだけでなくDVDとモバイル
教材の3つに対応し，渡り鳥の白鳥題材を作成した。（2）

しかし，実際に利用しようという段階で，鳥インフル

エンザが発生し，学校での学習のための白鳥教材は扱

われないことになった． 
布施（2011）では，高専の低学年の課題学習で，学
生とボランティアの方 1 名と連携し，独自に教材を作
成した．（３）作成しいざ利用しようと思った時に，福島

第１原発事故が発生し地域が放射能に汚染され，当面

屋外での学習活動において自粛する学校が多くなった．

そこで，2012 年から復興の為に再度どのような取り組
みができるか取り組んだ． 

 
2. 放射能の汚染状況の確認	
 

 
今回からは，地域のボランティア活動でガイドを続

けている内郷まちづくり市民会議の「炭砿（ヤマ）の

案内人」の方々と連携し活動を始めた．2012 年４月８
日に，図１のように，測定し汚染マップを作成した． 

 
図 1	
 みろく沢炭の道環境放射線マップ 

現在の汚染は若干木々のところが高くなっている程

度で，観光ルートコースをゆっくり１時間かけて歩い

てまわると、詳細な個人被ばく線量計で測定したら、

0.16μSv であった．児童等の学習に影響のないことを
確認した． 

 
3. 教材の作成	
 
 

 
図 2	
 みろく沢石炭の道スポット順路 

過去の研究において，学生との活動だと運用面と継

続でとても難しい部分があったが，地域の方を中心に，

活動を支援する形での取り組みの方が，運用面で長続

きするのではないかと考えた．2012 年度に「炭砿（ヤ
マ）の案内人」の方々と相談し，ガイドの原稿を作成

し，ガイドの６名がそれぞれビデオに登場するという

内容で作成した．図３のように，ガイドビデオ数は２

３箇所２９映像となった．全て視聴すると約１時間２

０分近くなる．内容の濃いものとなった．図２のよう

に配布のチラシにガイドビデオの番号を記載し，どの

場所でどの映像を視聴すればよいか全体がわかるよう

にした．また，図４のように，現地にガイドビデオの

番号の標識を立て，わかりやすくした． 
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図 3	
 モバイル端末でのビデオガイド 

 
図 4	
 ガイドビデオの番号の看板 

 

 
図 ５	
 PODCASTでの映像配信 

	
 図５のように，スマートフォンやタブレットでも視

聴できるように，iTunes Storeから無料でダウンロード
できるようにした． 

 
4. 実際の活用	
 
 

 
図 ６	
 小学校で実際にガイドを利用している様子 
	
 炭鉱遺跡を巡るコースは，従来興味ない児童には意

欲が低かったが，ゲームをしているような感覚で参加

しているように感じた。ガイドの話よりもモバイル端

末から流れる音声を聞く児童の方が多かった。屋外で

の活動では画面が見づらい状況もあった。従来グルー

プで移動し説明を行うが，先頭の5〜6名はよく聞いて
くれるが，後半の児童はほとんど遊んでいる状態であ

った。モバイル端末を利用しての学習だと，最初から

最後まで画面もみて集中し，現場に行って話を聞くと

いうこともできた。事前に小学校の教員に教材を貸出

し見て頂くこともできた。教師は現地学習の下見にも

役立つとのこと。その場で音声を聞くこと可能である

が，移動時に聞きながら行うと時間も短縮可能である

ことがわかった． 
表 1	
 H25年度の利用実績 

日時	
 参加者・概要	
 人数	
 端末

利用

人数	
 

5月1日	
 

いわき市立綴小学校	
 5・6年生	
 

PSPを使用	
 9時～12時30分「地域

を知ろう」	
 	
 
28	
 28	
 

5月12日	
 
白水を元気にする会主催	
 白水ウ

ォーキング	
 PSPを使用	
 100	
 30	
 

6月9日	
 

いわき市内家族	
 PSPを使用	
 家

族連れや仲間だけのように小さい

グループの時は自分達のスケジュ

ールで回れることが好評	
 

3	
 3	
 

7月14日	
 

宇都宮市石井地区体育協会	
 PSP

を使用	
 40代・50代・60代と年齢

が高い方々なのでPSPを使うより直

接ガイドを聞く方が好まれた。若い

人たちには評判が良い。	
 

46	
 46	
 

8月20日	
 
福島市花見山のガイド案内人	
 

PSPを使用（端末でのガイドの見学）	
 
26	
 26	
 

8月31日	
 

浜通りの伝統自然交流体験スクー

ル	
 子供5・6年生	
 PSPを持つこと

により授業に興味を持ち、飽きるこ

となくたっぷり3時間近くかかりコ

ースを歩く＊	
 	
 

38	
 38	
 

9月11日	
 
白水小4年生	
 地域を知る授業の

為現場を歩く(不登校の児童＊)	
 
2	
 2	
 

9月19日	
 

錦中学校	
 スミの道、阿弥陀堂を案

内する(事前貸出)＊	
 	
 

希望者４人→３０人	
 

31	
 31	
 

10月24日	
 福島ガイドの会＊	
 PSP使用	
 20	
 20	
 

11月17日	
 駅からハイキング	
 PSP使用	
 250	
 10	
 

11月	
 

18-19日	
 

西根ボランティアの友の会との交

流	
 PSPを使用	
 
20	
 20	
 

5. まとめ	
 
 
	
 今後実績を積み重ねて，他の小学校等にも紹介して

行きたい．他の観光や学習施設でも展開できないか検

討していきたい． 
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